
動き出そう、今
走り出そう、自分たちの力で
最大限にMy Collarを引き出して！



岐阜経済大学のボランティア・ラーニング・センターでは、「学生が主体的
に交流し、育ち合う場所」として学生主体の運営を行っています。
ボランティア活動は、多くの人と触れ合い、繋がりを持ち、お互いに学び合

って「生きる喜びを確かめ合う機会を与えるもの」であると同時に、活動を通
して「知識や技術が身に付く」など、ボランティア活動自体に大きな「教育効
果」が期待できます。
ボランティア・ラーニング・センターでは、ボランティア活動を通して得ら

れるこのような「教育効果」を念頭に置き、「教育支援活動」・「学生支援活
動」・「地域連携機能」の３つの機能を重視し、学生の力を発揮させともに成
長する場として、2011年度に開設されました。

コーディネーターと呼ばれる、ボランティア・ラーニング・センターの学生
スタッフは、主に学内の「ボランティアをしてみたいっ！」という学生と地域
の「ボランティアに来てほしいっ！」と思っている施設・団体とを繋ぐ役割を
果たしています。また、2014年からは大学正課科目「ボランティアA」や「コ
ミュニティ・サービスラーニング」にてSA（Student Assistant）として活動し、
授業が円滑に進むよう担当教授の補佐も行っています。
上記のほかに、学生がボランティアをするきっかけとなる企画を計画・運営

しています。



クリーンアップ活動

学内・地域の清掃活動を行い、学生の環境への意識
と、地域のつながりを高めていく活動の一つです。
定期的な活動に加え、地域の団体が企画した祭り会

場や水門川、長良川の清掃活動などにも参加をしてい
ます。

コートジボワールに愛の靴・文房具

NPO法人ぎふ・コートジボワールの協力のもと運動靴、
文房具を集めてアフリカ大陸にあるコートジボワール共
和国へ送る活動です。
地域の方の寄付によってこの活動が支えられています。

来てけらっしゃい大槌商店

2011年3月11日に発生した東日本大震災で被災した岩手
県大槌町。当時から現地に出向き「お茶っこ」を行って
きましたが、その活動の後継として始めた活動です。不
定期ではあるものの、地元の方が作られた手工芸品を中
心に販売し支援しています。

子どもの居場所づくり

今日の子どもたちの居場所問題から始めた活動です。
地域の子どものための施設へ出向きボランティアでバ
ルーンアートや工作教室などを展開しています。
夏には大垣駅前商店街活性化プロジェクト「元気ハ

ツラツ市」にも出展し、子どもたちと交流をしていま
す。

正課科目支援 SA（Student Assistant）

2014年から取り入れられたSA制度。正課科目である
「ボランティアA」や「コミュニティ・サービスラーニ
ング」など少しずつ年を重ねるごとにこの制度を利用
する科目が増えています。
学生コーディネーターが対象の授業へ出向き、授業

進行の補佐として活動し、アクティブラーニングの推
進を行っています。



ボランティアで広がる地域の輪
笑顔があふれる世界にするために！


